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◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
古
紙
配
合
率
100
％
の
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
―
―
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

第
十
回
紫
式
部
市
民
文
化
賞
の
作
品
が
こ
の
ほ
ど
決
ま
り
ま
し
た
。
五
十

二
作
品
の
応
募
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
の
は
、
笠
井
心
（
本
名
・
笠
井
一
雄
）

さ
ん
の
小
説
『
有
栖
川
』
と
北
村
陽
子
さ
ん
の
詩
集
『
太
陽
』
で
す
。
受
賞

式
は
十
一
月
十
二
日
A
に
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。

文
化
自
治
振
興
課
（
1
内
線
２
２
２
３
）

問

市　の　人　口
（平成12年9月1日現在）

世帯数 69,737世帯（前月比76世帯増）
人　口 190,751人 （前月比45人増）
男 93,883人
女 96,868人

時
は
中
世
、
鎌
倉
に
実
朝

さ
ね
と
も

が

将
軍
と
な
っ
た
こ
ろ
、
鴨
長
明

「
方
丈
記
」
執
筆
の
裏
に
秘
め

ら
れ
た
悲
し
い
物
語
が
あ
っ
た
。

鎌
倉
か
ら
京
へ
帰
っ
た
彼
は
、

か
つ
て
斎
院
だ
っ
た
方
が
ひ
っ

そ
り
と
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
知

ら
さ
れ
る
。
さ
か
の
ぼ
る
こ
と

三
十
年
前
の
四
月
七
日
、
若
く

美
し
い
加
茂
の
斎
院
が
紫
野
を

出
て
、
嵯
峨
野
の
野
の
宮
を
訪

ね
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で

斎
宮
と
し
て
暮
ら
す
姉
が
伊
勢

に
発
つ
前
に
別
れ
を
告
げ
る
た

め
の
訪
問
で
あ
る
。
斎
院
は
小

倉
山
の
俊
成
の
山
荘
に
立
ち
寄

り
、
無
事
、
紫
野
へ
戻
っ
た
。

だ
が
、
そ
の
年
、
加
茂
の
祭
は

甚
雨
に
流
れ
た
。
そ
れ
は
神
が

嫉
妬
し
て
の
こ
と
だ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
斎
院
が
小
倉
山
で

人
知
れ
ず
、
ひ
と
り
の
北
面
の

武
士
と
言
葉
を
交
わ
し
た
こ
と

を
。
実
は
長
明
は
、
そ
の
逢
瀬

に
一
役
買
っ
て
い
た
。

物
語
は
、
七
歳
の
内
親
王
・

紗さ

弥や

子
が
か
わ
い
が
っ
て
い
る

一
匹
の
狆ち

ん

が
、
ほ
ど
け
た
蹴
鞠

ま

り

の
五
色
の
糸
に
か
ら
め
と
ら
れ
、

池
に
沈
み
ゆ
く
シ
ー
ン
で
幕
を

開
け
る
。
美
し
く
も
哀
れ
で
は

か
な
い
世
の
無
常
を
暗
示
す
る

か
の
よ
う
に
。
そ
し
て
、
王
朝

の
世
か
ら
戦
乱
の
世
へ
の
変
わ

り
目
を
舞
台
に
、
内
親
王
・
紗

弥
子
と
上
皇
の
寵
臣

ち
ょ
う
し
ん

・
雪
綱

ゆ
き
つ
な

と

の
秘
恋
を
縦
糸
と
し
、
治
承
元

年
の
平
安
京
の
大
火
、
平
清
盛

と
源
義
朝
と
の
間
に
戦
わ
れ
た

平
治
の
乱
、
俊
成
に
よ
る
「
千

載
集
」、
定
家
に
よ
る
「
小
倉

百
人
一
首
」
の
編
集
、
そ
し
て

頼
政
の
挙
兵
、
平
等
院
に
お
け

る
源
氏
の
敗
北
な
ど
文
武
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
横
糸
を
な
し
て
物

語
は
進
行
す
る
。
さ
ら
に
は
長

明
と
一
条
兼
延
の
歌
合
わ
せ
、

白
楽
天
の
長
恨
歌
や
式
子
内
親

王
の
和
歌
、
そ
し
て
「
方
丈
記
」

の
一
節
が
ち
り
ば
め
ら
れ
た
美

し
く
も
哀
し
い
一
篇
の
絵
巻
が

小
説

詩
集
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笠
井
　
心し

ん

さ
ん

笠井　心さん

織
り
な
さ
れ
る
。
紫
野
と
嵯
峨

野
、
斎
王
と
斎
院
が
神
に
嫁
ぐ

た
め
の
潔
斎

け
っ
さ
い

の
場
に
選
ば
れ
た

ふ
た
つ
の
地
に
、
そ
れ
ぞ
れ
有

栖
川
が
流
れ
る
こ
と
が
題
名
の

由
来
と
な
っ
て
い
る
。

あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
喜
ん

で
い
ま
す
。
『
有
栖
川
』
の
よ

う
な
作
風
の
も
の
が
認
知
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
は
、
本
当
に

「
有
り
・
難
い
」
こ
と
だ
か
ら

で
す
。
そ
の
有
り
難
い
こ
と
が

有
り
得
た
こ
と
の
慶
び
を
、
い

さ
さ
か
は
御
縁
の
あ
り
ま
し
た

三
人
（
秋
庭
太
郎
先
生
・
保
田

與
重
郎
氏
・
薄
田
研
二
師
）
の

諸
師
に
ご
報
告
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。
偉
大
な
る
人
の

薫
陶
を
う
け
た
者
、
か
な
ら
ず

し
も
大
き
く
は
成
れ
ま
せ
ぬ
が
、

分
相
応
の
努
力
だ
け
は
続
け
て

ゆ
こ
う
と
の
念お

も

い
を
新
た
に
致

し
て
お
り
ま
す
。

〈
著
者
略
歴
〉

昭
和
十
八
年
十
一
月
二
十
日

大
阪
府
堺
市
生
ま
れ
。
四
十
一

年
日
本
大
学
芸
術
学
部
卒
業
・

東
京
芸
術
座
演
劇
研
究
所
入
所
、

四
十
四
年
ス
ス
キ
ダ
演
技
研
究

所
に
参
加
、
四
十
七
年
俳
優
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
「
俳
協
」
に
所

属
。
宇
治
市
木
幡
南
山
畑
在
住
。

こ
の
詩
集
は
著
者
の
二
十
五

歳
を
記
念
し
、
両
親
や
先
生
方

が
協
力
し
て
編
ん
だ
も
の
。
著

者
は
、
障
害
者
で
あ
る
自
分
を

客
観
化
し
て
眺
め
て
お
り
、
そ

の
ま
な
ざ
し
に
明
る
さ
と
快
活

さ
が
満
ち
て
い
る
。
次
の
詩
な

ど
は
そ
の
典
型
。

芸
能
人
？

「
私
っ
て
　
町
に

出
れ
ば
　
芸
人
か
？
　
笑
わ
れ

者
？
　
話
題
の
人
？
　
芸
能
人

じ
ゃ
あ
な
い
の
に
　
ジ
ッ
ー
と

な
が
め
ら
れ
る
　
頼
む
か
ら
サ

イ
ン
な
ん
て
　
求
め
た
り
し
な

い
で
よ
」

特
別
視
さ
れ
る
こ
と
に
対
し

て
、
軽
く
抗
議
し
な
が
ら
、
著

者
は
「
頼
む
か
ら
サ
イ
ン
な
ん

て
　
求
め
た
り
し
な
い
で
よ
」

と
笑
っ
て
い
る
。
自
分
を
客
観

化
す
る
こ
と
で
生
じ
る
こ
の
笑

い
が
、
こ
の
詩
集
の
も
っ
と
も

す
ぐ
れ
た
特
色
で
あ
る
。

タ
ッ
パ
ー

「
私
の
仕
事
　
フ

タ
を
パ
コ
パ
コ
し
め
て
　
ふ
く

ろ
に
入
れ
て
　
ま
ち
が
え
な
い

よ
う
に
　
大
き
い
ふ
く
ろ
に
交

互
に
入
れ
て
　
箱
に
詰
め
て

ガ
ム
テ
ー
プ
を
し
め
て
納
品
す

る
　
い
つ
も
汗
だ
く
　
で
も
不

満
い
わ
ず
　
が
ん
ば
っ
て
　
八

千
円
も
ら
っ
て
る
　
私
の
好
き

な
人
も
　
が
ん
ば
っ
て
い
る
か

ら
　
私
も
が
ん
ば
る
　
私
の
た

め
に
　
が
ん
ば
る
」

こ
れ
は
自
分
の
仕
事
を
と
り

あ
げ
た
詩
だ
が
、
「
フ
タ
を
パ

コ
パ
コ
し
め
て
」
な
ど
と
い
う

表
現
が
仕
事
の
様
子
を
生
き
生

き
と
伝
え
て
く
れ
る
。
そ
し
て
、

末
尾
の
「
私
の
た
め
に
　
が
ん

ば
る
」
に
こ
の
著
者
の
客
観
的

な
ま
な
ざ
し
が
よ
く
出
て
い
る
。

し
か
も
こ
う
い
う
表
現
は
、
読

者
を
と
て
も
明
る
い
気
分
に
さ

せ
る
だ
ろ
う
。
客
観
的
な
ま
な

ざ
し
の
生
じ
る
笑
い
は
、
詩
に

お
い
て
、
著
者
ば
か
り
か
読
者

を
も
明
る
く
快
活
に
す
る
。

こ
の
度
は
、
紫
式
部
市
民
文

化
賞
の
今
年
度
の
受
賞
作
品
に

私
の
詩
集
『
太
陽
』
を
選
ん
で

い
た
だ
い
た
と
お
聞
き
し
、
何

だ
か
嬉
し
い
気
持
ち
と
、
い
ま

だ
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
と
が

行
き
来
し
て
い
ま
す
。

「
本
当
に
私
の
作
品
な
ん
か

で
い
い
の
か
し
ら
…
？
」
。
私

が
詩
を
書
く
キ
ッ
カ
ケ
は
詩
集

の
中
に
も
書
い
て
い
ま
す
が
、

詩
を
書
い
て
い
る
先
輩
の
作
品

を
見
て
「
こ
れ
な
ら
私
も
自
分

の
想
い
が
人
に
伝
え
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
な
ぁ
？
」
と
書
き

始
め
て
今
年
で
八
年
に
な
り
ま

す
。
私
の
書
く
詩
は
思
っ
た
ま

ま
、
感
じ
た
ま
ま
に
ス
ト
レ
ー

ト
に
ぶ
つ
け
て
い
ま
す
。

そ
し
て
昨
年
、
二
十
五
歳
に

な
っ
た
記
念
と
し
て
両
親
や
知

人
の
力
も
借
り
て
作
っ
た
の
が

今
回
の
こ
の
詩
集
『
太
陽
』
で
、

今
ま
で
私
を
見
守
っ
て
下
さ
っ

た
沢
山
の
方
々
へ
の
感
謝
の
意

味
も
込
め
贈
っ
た
も
の
で
す
。

そ
ん
な
私
の
詩
集
が
紫
式
部
と

い
う
大
き
な
名
前
を
い
た
だ
い

た
市
民
文
化
賞
を
受
賞
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
本
当
に
嬉
し
い
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

〈
著
者
略
歴
〉

昭
和
四
十
九
年
一
月
二
十
九

日
宇
治
市
生
ま
れ
。
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
「
先
天
性
二
分
脊

椎
症
」
を
患
う
。
六
十
一
年
四

月
府
立
向
日
が
丘
養
護
学
校
中

学
部
入
学
、
平
成
元
年
四
月
同

高
等
部
入
学
、
四
年
三
月
卒
業
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
詩
作
を
始
め
る
。

八
年
四
月
仕
事
を
身
に
つ
け
る

た
め
「
京
都
太
陽
の
園
」
に
入

所
。
宇
治
市
木
幡
正
中
在
住
。

北
村
陽
子
さ
ん

北村陽子さん

選考委員の

講　評

▲9月7日（木）に発表された受賞作品

九
月
七
日
の
発
表
の
席
で

山
路
興
造
選
考
委
員
は
次
の

と
お
り
講
評
し
ま
し
た
。

応
募
さ
れ
た
五
十
二
作
品

の
特
色
は
、
文
芸
作
品
（
小

説
、
詩
歌
な
ど
）
に
優
れ
た

作
品
が
多
く
、
今
年
は
文
芸

の
中
か
ら
優
秀
な
次
の
二
作

品
を
選
び
ま
し
た
。

◇
　
　
◇
　
　
◇

笠
井
心
さ
ん
の
小
説
「
有

栖
川
」
は
、
鎌
倉
時
代
の
初

期
の
激
動
期
を
テ
ー
マ
に
し

た
歴
史
小
説
で
す
。
こ
の
作

品
は
、
皇
族
の
内
親
王
「
斎

王
」に
な
る
た
め
に
身
を
清

め
る
た
め
の
「
潔
斎

け
っ
さ
い

」
を

行
う
館
の
近
く
に
流
れ
て
い

た
有
栖
川
を
舞
台
に
し
て
い

ま
す
。
鴨
長
明
や
藤
原
俊
成

ら
歴
史
上
の
人
物
、
史
実
を

実
に
う
ま
く
登
場
さ
せ
て
、

一
遍
の
美
し
い
恋
物
語
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
の
作

品
に
近
い
優
れ
た
構
成
力
・

筆
力
の
あ
る
作
品
で
す
。

北
村
陽
子
さ
ん
の
詩
「
太

陽
」
は
非
常
に
明
る
い
作
品

で
す
。
北
村
さ
ん
は
生
ま
れ

な
が
ら
に
し
て
障
害
を
持
ち
、

こ
れ
ま
で
た
い
へ
ん
な
苦
労

が
あ
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、

そ
の
心
の
苦
労
を
は
ね
の
け

て
書
か
れ
た
明
る
い
詩
集
で
、

ハ
ン
デ
ィ
を
負
っ
て
い
る
か

ら
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
作

品
と
し
て
も
良
い
も
の
で
す
。

素
直
で
イ
ン
パ
ク
ト
の
強
い

素
晴
ら
し
い
詩
集
で
す
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

〈
選
考
委
員
〉（
50
音
順
・
敬
称
略
）

木
股
知
史
（
甲
南
大
学
教

授
）、
塩
見
啓
子
（
歌
人
）、

鈴
木
貞
美
（
国
際
日
本
文
化

研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）、
坪

内
稔
典
（
京
都
教
育
大
学
教

授
）、
水
川
喜
夫
（
国
文
学

研
究
者
）、
宮
城
宏
（
平
等

院
住
職
）、
山
路
興
造
（
藝

能
史
研
究
会
代
表
委
員
）

か
も
の
ち
ょ
う
め
い

▲発表する山路選考委員（左）と久保田市長
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～10月1日（日）は

「ごみ箱」からの行方を考えて
燃えないごみは、かさばるため、収集車で圧縮して集めます。
また、工場では分別などのために細かくくだいています（破砕）。
このため、使い切っていない危険な状態のボンベなどをごみと
して出されますと、処理の際に缶が壊れてガスが漏れ、引火して
火災・爆発事故の原因となります。
今のところ人身事故にはつながっていませんが、火災や爆発に
よる車両や工場の破損状況を考えると市民の皆さんを巻き込んで
もおかしくない、非常に危険な状態です。必ず使い切ってから排
出をお願いします。

②中身を使い切ってから燃えない
ごみに出してください

④びん・ペットボトルのふ
たは必ず外してから出し
てください
（ふたは燃えないごみへ）

①ジュースなどの飲み物や食べ物の缶、
容器は、中身を入れたまま出さないで
ください。また、たばこなど異物は絶
対に入れないでください

③生ごみの水きりをお願いします。

⑥ごみの収集場所付近には車の
駐車はしないでください。⑤缶・不燃は分けて置いてください

⑦ごみの収集時間を守ってください。 ◎燃えるごみの午前収集の地域は

午前9時までに
午後収集の地域は

午後1時までに
◎燃えないごみ・資源ごみは

午前9時までに

（平成13年4月から施行）
リサイクルをさらにすすめ、逼迫

ひっぱく

するごみの処分問題に対応
するため、平成13年4月1日から家庭で使っているテレビ・
洗濯機・冷蔵庫・クーラーのリサイクルが義務付けられます。
法律の施行後は、これらの対象品目が不要になった場合には
①購入した店②買い替えの際に新しいものを購入した店に引き
とり（リサイクル）を依頼することになります。

現在、市では、不燃ごみ・臨時
ごみとして破砕して収集していま
すが法律によって禁止されるため、
４月１日以降は収集できなくなり
ます。今後は、細部が決まりしだ
い市政だよりなどで広報しますの
でご注意ください。

9月24日（日）

今、私たちの社会は大量に物がつくられ、そして消費され、捨て
られています。増え続けるごみに対して、それを処分する場所は限
られています。ごみを減らすためできるだけリサイクルをして、使
い終わった物を資源として何度も使うようにしようという取り組み
が行われています。現在、取り組んでいる分別収集も市民の皆さん

のご協力でずいぶん適正処理ができるようになりま
した。
しかし、リサイクルだけでごみ問題は解決しませ
ん。私たち一人ひとりがちょっとした工夫をするこ
とで、ごみを減らすことができます。
9月24日(日)から10月1日(日)は清掃週間です。
ぜひこの機会にごみについて私たちができること
を実践してみましょう。

不
燃
ご
み
収
集
中
の
火
災
事
故
（
12
年
8
月
）

▲

ごみ減量推進課（1内線3001～3006）問

収集車が来てから出すのはやめてください。

燃えているごみを車外に出しての消火作業
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「
国
勢
調
査
従
事
者
章
」
を
付

け
、
「
国
勢
調
査
員
証
」
を
携

帯
し
て
い
ま
す
。

調
査
票
が
お
手
元
に
届
い
た

ら「
調
査
票
の
記
入
の
し
か
た
」

を
よ
く
読
ん
で
、
十
月
一
日
現

在
の
皆
さ
ん
の
状
況
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
記
入
し
て
い
た

だ
く
項
目
は
、
世
帯
全
員
の
男

女
の
別
、
出
生
の
年
月
、
就
業

状
態
、
通
勤
・
通
学
地
、
住
居

の
種
類
な
ど
二
十
二
項
目
で
す
。

調
査
の
対
象
と
な
る
の
は
、

十
月
一
日
現
在
、
日
本
に
い
る

人
で
、
①
す
で
に
三
か
月
以
上

住
ん
で
い
る
人
、
②
十
月
一
日

の
前
後
を
通
じ
て
三
か
月
以
上

住
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
人
で

す
。
こ
の
調
査
票
は
、
十
月
上

旬
に
再
び
調
査
員
が
回
収
に
お

伺
い
し
ま
す
。

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容

は
、
法
律
に
よ
っ
て
厳
格
に
守

十
月
一
日
現
在
で
、
全
国
一

斉
に
「
国
勢
調
査
」
が
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
大
正
九

年
（
一
九
二
○
年
）
か
ら
五
年

ご
と
に
行
わ
れ
て
い
る
国
の
最

も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
、
今

回
で
十
七
回
目
を
迎
え
ま
す
。

今
回
の
調
査
結
果
は
、
二
十

一
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
の
貴
重

な
デ
ー
タ
と
し
て
、
ま
た
私
た

ち
の
将
来
の
生
活
基
盤
を
支
え

る
た
め
の
デ
ー
タ
と
し
て
生
か

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

調
査
票
は
、
総
務
庁
長
官
か

ら
任
命
さ
れ
た
国
勢
調
査
員
が
、

九
月
下
旬
か
ら
世
帯
ご
と
に
配

付
し
ま
す
。
国
勢
調
査
員
は
、

一
九
八
二
年
（
昭
和
五
十
七

年
）
一
月
一
日
か
ら
日
本
に
在

住
し
て
い
る
外
国
人
も
国
民
年

金
に
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
同
日
よ
り

前
か
ら
障
害
の
あ
る
二
十
歳
以

上
の
人
は
、
制
度
上
、
障
害
基

ら
れ
、
統
計
を
作
成
す
る
た
め

だ
け
に
使
い
ま
す
。
調
査
票
に

書
か
れ
た
内
容
が
他
に
も
れ
た

り
、
目
的
外
に
使
わ
れ
た
り
す

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん

の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

調
査
票
に
は
私
た
ち
の
大
切

な
未
来
が
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

国
勢
調
査
宇
治
市
実
施
本

部
（
1
20
・
８
７
１
４
）。

問

9
月
下
旬
に

調
査
票
を
配
付

入 
入 

つ 
つ 

て 
て 

い 
い 

ま 
ま 

す 
す 

か 
か 

国 
国 

民 
民 

年 
年 

金 
金 

国民年金は、日本に住む20歳以上60歳未満のすべての人に
加入が義務付けられています。国民年金は一人ひとりの将来の
大きな安心をみんなで支えていく制度です。高齢になったとき
や障害者になったとき、あるいは一家の働き手を失ったとき、
あなたや家族が基礎年金を受けられるよう、国が責任を持って
運営しています。加入の方法は次の3種類に分かれます。

国民年金加入の方法（種別）は3種類

第１号被保険者・第３号被保険者の手続きは
国民年金課（1内線2310）まで

加入の手続きや保険
料の納付はすべて自
分でしなければなり
ません

加入の手続きや保険
料の納付は会社等が
行います

保険料の負担はあり
ませんが第3号被保
険者になった届出は
必ずしてください

自営業者の人とその
配偶者及び20歳以
上の学生

厚生年金、共済組合
に加入している人

第2号被保険者に扶
養されている配偶者

第１号被保険者 第２号被保険者 第３号被保険者

礎
年
金
が
受
給
で
き
な
い
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
こ

の
よ
う
な
人
の
生
活
を
支
援
す

る
た
め
、
次
の
よ
う
な
内
容
で

在
日
外
国
人
重
度
障
害
者
特
別

給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
者
…
現
在
、
本
市
に
外

国
人
登
録
（
１
９
８
２
年
（
昭

和
57
年
）
１
月
２
日
以
降
に
帰

化
し
た
人
は
住
民
登
録
）
を
し

て
い
る
人
で
、
次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
人

①
１
９
６
２
年（
昭
和
37
年
）

１
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

②
１
９
８
１
年（
昭
和
56
年
）

12
月
31
日
以
前
か
ら
日
本
に
外

国
人
登
録
を
し
て
い
た
人
　
③

１
・
２
級
の
身
体
障
害
者
手
帳

か
Ａ
判
定
の
療
育
手
帳
、
１
級

の
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

を
持
っ
て
い
る
人
で
、
そ
の
障

害
に
か
か
る
初
診
日
が
１
９
８

１
年
（
昭
和
56
年
）
12
月
31
日

以
前
の
人
　
④
障
害
基
礎
年
金

な
ど
の
受
給
権
が
な
い
人

な
お
、
月
額
３
万
６
千
円
以

上
の
公
的
年
金
を
受
給
中
の
人
、

一
定
額
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
、

ま
た
は
生
活
保
護
法
に
よ
る
保

護
を
受
給
し
て
い
る
人
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
支
給
金
額
…
月
額
３
万
６
千

円
（
た
だ
し
、
他
の
公
的
年
金

を
受
給
中
の
人
は
、
３
万
６
千

円
か
ら
そ
の
年
金
の
月
額
を
差

し
引
い
た
額
を
支
給
）

◆
申
請
…
国
民
年
金
課
へ
。
申

請
手
続
き
に
必
要
な
も
の
な
ど
、

詳
し
く
は
同
課
（
1
内
線
２
３

１
１
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

在
日
外
国
人
重
度
障
害
者

特
別
給
付
金
の

申
請
を
受
け
付
け

身
体
障
害
者
相
談
は
自
ら
も

身
体
に
障
害
の
あ
る
人
が
行
い
、

知
的
障
害
者
相
談
は
知
的
障
害

者
の
保
護
者
や
そ
の
福
祉
に
関

係
す
る
人
が
行
っ
て
い
ま
す
。

各
相
談
員（
左
表
の
と
お
り
）

は
京
都
府
知
事
か
ら
依
頼
さ
れ
、

身
体
障
害
者
や
知
的
障
害
者
の

日
常
生
活
、
結
婚
、
家
庭
で
の

養
育
、
役
所
の
手
続
き
な
ど
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
随

時
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か

次
の
よ
う
な
定
期
的
な
相
談
も

行
っ
て
い
ま
す
。

◆
身
体
障
害
者
よ
ろ
ず
相
談
…

毎
月
第
３
土
曜
日
、
午
前
10
時

〜
正
午
。
総
合
福
祉
会
館
１
階

相
談
室

◆
知
的
障
害
者
相
談
…
毎
月
第

３
水
曜
日
、
午
後
１
時
〜
３
時
。

総
合
福
祉
会
館
共
同
事
務
室

な
お
、
芦
田
良
栄
相
談
員
は
、

身
体
障
害
者
結
婚
相
談
員
も
兼

ね
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
相
談
は
無
料
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

障
害
者
母
子
福
祉
課
（
1

内
線
２
３
０
５
、
FAX
22
・
７
１

１
７
）。

問氏　　名 住　　　　　　所 電話番号

江崎　美子 宇治半白54－27 22-2360
新庄　壽子 槇島町南落合70－13 22-5377
平井麻紀子 広野町丸山32－9 45-0604
松田　晶子 小倉町西山40－1 23-6757
米澤　久子 宇治野神50－1 24-1075

平成12・13年度京都府知的障害者相談員　（敬称略・順不同）

知
的
障
害
者
相
談
員

身
体
障
害
者
相
談
員

氏　　名 主な相談内容 住　　　　　　所 電話・FAX番号

今里　弘美 視覚障害 小倉町南浦15－56 22-3200

高岸　弘幸 視覚障害 小倉町南浦87－13 22-0446

麻生　貞子 視覚障害 小倉町蓮池1－4 20-0557

久米　征次 聴覚障害（手話）宇治善法124－13 FAX 22-0754

高田　弘子 聴覚障害（手話）広野町新成田100－12 FAX 44-4235

西村　篤子 聴覚障害（筆談）木幡南山4－25 FAX 33-1119

芦田　良栄 聴覚障害（筆談）広野町大開151－28 FAX 44-9024

奥島　誠次 肢体障害 木幡御園20－186 32-8356

小山登志子 肢体障害 21-3604

辻本　綾美 肢体障害

藤田　峯子 肢体障害 五ケ庄福角50－45 31-8506

前田　義治 肢体障害 32-0305

四方　　勉 肢体障害 明星町2丁目33－36 23-8761

東野　伸市 内部障害 伊勢田町中ノ田37－124 43-4881

酒井　秀一 内部障害 伊勢田町砂田113－70 20-4134

平成12・13年度京都府身体障害者相談員　（敬称略・順不同）

22-9613

神明宮東87
市営住宅101号

槇島町吹前37
市営住宅8棟404号

五ケ庄野添57
市営住宅3棟301号

（FAX兼用）



市茶道連盟事務局（122-658
4)か商工観光課（1内線2224)。
■こども手づくり文化祭
uとき…9月24日a、午前10時
～午後4時uところ…中央公民館
u内容…◎展示＝夏休みの作品を
展示、◎クラフト＝森のこびと・
小物入れラック・ビーズで作るア
ームバンド、◎茶席（こどもによ
るお点前。数に限りがあります）
u参加費…無料 文化自治振興
課（1内線2223)。

福祉
■身体障害者デイサービス
＜料理教室＞栄養士さんのお話

や調理実習をとおして食生活につ
いて学んでみませんか。uとき…
10月17日c、午前9時半～午後2
時uところ…総合福祉会館u対象
…市内在住の身体に障害がある人
u定員…先着15人u参加費…500
円　 10月2日bまでに社会福祉
協議会（122-5650、FAX22-5654)。

スポーツ
■いきいき健康ニュ－スポ－
ツ体験教室
ファミリーバドミントンなどの

屋内ニュースポーツ、グラウンド
ゴルフなどの屋外ニュースポーツ
の実技指導とルール説明。uとき
…9月24日a、午前10時～正午u

ところ…西小倉小学校グラウンド
・体育館u参加費…無料 生涯問

申

問

問 スポーツ課（1内線2622)。

お知らせ
■市民交流ロビーコンサート
12月までの予定は下表のとおり。
文化自治振興課（1内線2223）。

官公署・その他
■「女性の人権ホットライン」
電話相談所開設
家庭・職場・近隣間のもめごと、
悩みごとについて女性の人権擁護
委員が秘密厳守で電話での相談に
応じます。uとき…9月27日d～
29日f、午前10時～午後3時u相
談電話番号…24-4134(京都地方法
務局宇治支局内）か075-231-2014
(京都地方法務局人権擁護課）u

費用…無料　 京都地方法務局宇
治支局（124-4122)。
■城南勤労者福祉会館

9月22日fから同館（146-0
780)へ。
＜ちぎり絵教室＞uとき…10月
19日～3月15日の毎月第3木曜、
午前10時～正午。6回u定員…
20人u受講料…3000円（別に材
料費7500円）。
＜健康教室＞uとき…10月20

申

問

問

丹波ワインハウスと京都・丹波食
彩の工房u対象…市内在住・在勤
の聴覚障害者と関係者u定員…先
着30人u参加費…2300円（昼食
代・材料費） 10月5日eまで
に社会教育課（1内線2615、FAX
21-0400)。手話通訳あります。
■市民素人茶香服大会団体戦
・個人戦
uとき…10月1日a、午後6時
半～uところ…宇治公民館u参加
費…◎個人＝300円、◎団体（5
人1組）＝1500円　 9月29日f
までに宇治茶業青年団・堀田さん
（120-8876)、小倉茶業青年団・
木下さん（122-6161)、東宇治茶
業青年団・大田さん（132-8105)
へ。 農林茶業課（1内線2214)。
■宇治川観月茶会

uとき…10月8日a・9日-、
午後3時～8時uところ…府立宇
治公園中の島u内容…茶席（抹茶
・煎茶）、点心、観月舟u前売券
…3000円（観光協会などで発売中）

問

申

申
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催し
■府政を見る会
uとき…10月4日d、午前8時
45分～午後4時半u内容…府議会
棟の視察u対象…市内在住の人。
子ども同伴は不可u参加費…無料
（昼食は各自でご用意ください）
u定員…先着25人　 9月26日c
までに市選挙管理委員会（120-8
798)。
■植物公園

同園（145-0099)。入園料が
必要です。
＜宇治市植物公園写真コンテス

ト展示会＞写真のコンテストに出
品された作品を展示します。uと
き…9月26日c～10月22日a。
■聴覚障害者の社会見学「ワ
イン＆バター、丹波の秋」
アイスクリーム・バターの製造

体験とワイン工場へ。uとき…10
月15日a、午前9時（総合福祉会
館前集合）～午後5時u行き先…

問

申

日～12月1日の金曜、午前10時
～正午。5回u定員…30人u受講
料…1500円。
■城南地域職業訓練センター

9月22日fから同センター
（146-0688)。
＜パソコンエクセル表計算中級＞

uとき…10月26日～11月13日の
月・木曜、午後6時半～9時。6回
u受講料…11000円。
■緊急地域雇用特別対策事業
技能検定講座
宇治商工会議所（123-3101)

へ来所で。テキスト代等は実費負
担。
＜パソコン・ビジネス活用平日

コース＞uとき…10月16日～11月
9日の月・木曜、午後6時半～9
時。8回u定員…15人u申込受付
…9月25日b、午前9時～。
■第３次自衛官の募集

宇治募集事務所（144-7139)。問

申

申

募集種目 受付期間 資　　格

防衛大学校　
学生（一般）

10月13日
まで

高卒（見込み）
21歳未満の人防 衛 医 科

大学校学生

看 護 学 生 高卒（見込み）
22歳未満女子

医科・歯科
幹　　　部

婦人自衛官
（看　　護）

10月11日
〜

11月2日

10月23日
〜

11月10日

医師・歯科医師
の免許取得者

免　許
取得者

免許取得
見 込 者

36歳未満
の 女 子

33歳未満
の 女 子

駅
周
辺
か
ら
撤
去
さ
れ
た
放

置
自
転
車
を
、
宇
治
市
リ
サ
イ

ク
ル
自
転
車
販
売
協
議
会
（
事

務
局
・
同
胞
の
家
）
が
販
売
し

ま
す
。

今
回
の
販
売
場
所
は
前
回
と

同
様
、
同
胞
の
家
（
地
図
参
照
）

及
び
そ
の
隣
の
伊
勢
田
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
で
す
。
購
入
希
望

の
人
は
、
当
日
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
来
場
者
一
人
に
つ

き
一
枚
の
購
入
抽
選
券
を
配
付

し
ま
す
。

な
お
、
車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
…
９
月
23
日
-
、
午
前

10
時
半
〜

十
月
二
十
一
日
g
に
宇
治
市

で
十
五
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る

第
五
十
三
回
関
西
茶
業
振
興
大

▼
と
こ
ろ
…
同
胞
の
家
（
小
倉

町
西
山
44
―
４
）、伊
勢
田
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
小
倉
町
西
山

44
）

▼
販
売
台
数
・
価
格
…
約
30
台
。

５
千
円
〜
１
万
円
（
５
百
円
刻

み
）。
希
望
者
多
数
の
場
合
は

抽
選

▼
問
い
合
わ
せ
先
…
宇
治
市
リ

サ
イ
ク
ル
自
転
車
販
売
協
議
会

事
務
局
（
同
胞
の
家
1
20
―
４

０
８
０
）

リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
販
売

至
京
都 

府
道
城
陽
宇
治
線
　（
旧
　 

号
線
） 

喫
茶
 

ア
ム
ー
ル
 

小
倉
駅
 

近
鉄
京
都
線
 

商
銀
 

北山住宅前 

宇
治
ニ
ッ
ク
 

パ
チ
ン
コ
ア
コ
ム
 

安
田
交
差
点
 

巨椋 I.C.

府道八幡宇治線 
24

大
久
保
バ
イ
パ
ス（
Ｒ
　 

号
線
） 

24

京滋バイパス 

近　鉄―小倉駅より徒歩15分 
バ　ス―北山住宅前下車 
　　　　徒歩5分 
　　　　（31番・35番に乗車） 

至
奈
良 

同胞の家 
伊勢田 
ふれあいセンター 

付近の見取図

「京の秋　ベルトとゆとり　忘れずに」
９月21日Eから30日Gまで、秋の全国交通安全運動が展開されます。
今年の運動は「京の秋　ベルトとゆとり　忘れずに」をスローガンに、高齢者の

事故防止、チャイルドシート・シートベルトの着用の徹底、飲酒運転と無謀運転の
防止を重点目標にしています。
運転者はシートベルトを正しく着用し、幼児・学童・高齢者をみかけたら、スピ

ードを落とし徐行するなど思いやりのある安全運転に心掛けてください。また、道
路を利用する一人ひとりが日ごろから正しい交通ルールや
マナーをよく理解し、交通事故を防止しましょう。
この期間中、市役所１階ギャラリーコーナーにおいて、

小・中学生から出展された交通安全ポスターの中から、入
選作品51点を展示しています。ぜひご覧ください。

交通対策課（1内線2258）問

秋の全国交通安全運動 9月21日（木）～30日（土）

会
を
記
念
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
も
宇
治
茶
へ
の
関
心
を
高

め
て
い
た
だ
こ
う
と
、
同
日
、

府
立
宇
治
公
園
中
の
島
で
「
消

費
拡
大
イ
ベ
ン
ト
」
を
行
い
ま

す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
歌

や
劇
、
楽
器
演
奏
な
ど
の
ス
テ

ー
ジ
発
表
や
「
宇
治
茶
な
ん
で

も
パ
レ
ー
ド
」
な
ど
多
彩
な
催

し
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

こ
の
催
し
に
参
加
希
望
さ
れ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
出
演
団
体

・
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す
。

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表

し
た
り
、
楽
し
い
企
画
で
パ
レ

ー
ド
に
参
加
し
た
り
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

◆
時
間
…
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
（
出
演
時
間
は
出
演
団
体
数

や
演
目
等
に
よ
り
決
定
）。
応

募
多
数
の
と
き
は
選
考
し
ま
す
。

◆
内
容
…
団
体
や
グ
ル
ー
プ
で

行
う
劇
・
音
楽
・
舞
踊
な
ど
の

演
芸
ほ
か
。

午
後
０
時
半
に
宇
治
神
社
御

旅
所
前
を
出
発
。
宇
治
橋
通
り

商
店
街
か
ら
平
等
院
通
り
を
経

て
府
立
宇
治
公
園
中
の
島
ま
で

行
進
し
ま
す
。

お
茶
に
ち
な
む
踊
り
や
行
列

を
募
集
し
ま
す
。
子
ど
も
み
こ

し
な
ど
も
大
歓
迎
で
す
。

９
月
29
日
f
ま
で
に
電
話
か

農
林
茶
業
課
に
あ
る
所
定
の
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
同
課
（
〒
６
１
１
―
８
５

０
１
住
所
省
略
可
、
1
内
線
２

２
１
４
）
へ
。

ス
テ
ー
ジ
発
表

パ
レ
ー
ド

応
募
方
法

関西茶業振興大会

「消費拡大イベント」
ボランティア出演者募集

農林茶業課（1内線2213)問

ま
さ
か
の
と
き
に
備
え
て

交
通
災
害
共
済
・
火
災
共
済
に
加
入
を

11
月
30
日
（木）
ま
で
予
約
加
入
受
け
付
け
中

交
通
対
策
課
（
1
内
線
２
２
５
９
）

問

テ
レ
ビ
広
報

さ
わ
や
か
宇
治

〜
活
躍
し
て
い
ま
す

宇
治
市
の
A
E
T
（
英
語
指
導
助
手
）
〜

9
月
23
日
（祝）

午
後
5
時
半
か
ら
15
分
間

Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
Ｕ
Ｈ
Ｆ
34
ch
放
映

手
話
通
訳
あ
り

10/18
d

ピアノプチコンサート
ピアノ 橋本幸代さん

11/15
d

12/22
f

ヴァイオリン＆ピアノ
ヴァイオリン西村泳子さん
ピアノ 酒井　綾さん

カントリークリスマスコンサート
ギターと歌 稲葉和裕さん


